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「西東京の教育」を読んでのご意見・ご感想はこちらまでお寄せください。（〒202-8555 西東京市中町1-5-1 西東京市教育委員会教育企画課）
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◆公民館　０４２（４６１）９８２５

芝久保公民館では、日常生活の中にある科学をテーマに、子どもを対
象にした講座を実施しています。
科学を学ぶために、誰でも始められることが「科学の本を読む」こと
です。さらに、実験や工作を行うことで、子どもたちの好奇心をかき立
て、楽しみながら学び、理解を深めます。
図書館を併設している公民館の特色を生かして、自分自身で本を読み
興味関心が広がることを目指した講座です。
平成28年度は、講座を３期に分けて開催しました。
第１期は「水」をテーマとし、理科好きの中学生ボランティアに参加
してもらい、水の不思議な実験を小学生と一緒に行いました。
第２期は「空気」の講座を開催し、子どもから大人までの参加者が全
員で協力して、視聴覚室いっぱいの新聞紙ドームを作り上げました。完
成した瞬間、感動的で大きな達成感を得ることができました。
第３期は「音」の実験を行いました。音は振動であることを確かめ、
大人数でも楽しめる大糸電話や、声で踊るおもちゃ作りをしました。最
後に生活の中の音を集めて作り上げた、効果音紙芝居は大好評でした。

平成29年度は、「見える不思議」をテーマに、鏡を使った実験や工作
を行い、子どもたちの「学び」の関心が広がる講座を開催します。
※理科読：本を通して科学に親しむこと

大糸電話新聞紙ドーム

子ども体験講座　～はじめよう！理科読～

発音・話し方に係る指導を充実させるために
～西東京市の取組～

【西東京市の特色】
○全市立小学校の１年生を対象に、「発音・話し方
調べ」を行っています。
○ことばの教室の教員が各校を巡回し、直接、指
導しています。（※言語通級による指導が必要な
児童は除く。）

ひばりが丘中学校が文部科学大臣表彰を受けました！
～「子ども読書活動優秀実践校」に～

ひばりが丘中学校が、読書活動
の優秀実践校として、文部科学大
臣賞を受賞しました。また先日
は、東京都から「オリンピック・
パラリンピック教育アワード校」
としても表彰され、文武両道の成
果をあげています。
ひばりが丘中学校の一日は、10
分間の朝読書からスタートします。平成28年度は、東京都の「言
語活動の充実」の研究指定校に認定され、「読書活動」が様々
な授業場面で活用されています。また、読書の好きな生徒が多
く、図書委員会の活発な活動に加えて、平成28年度から読書部
が新たに発足し、生徒主体の「読書活動」が一層充実すること
になりました。
その活動は、お薦め本のポップ作りやブックトーク、読書バ
トル、さらに、校外においても、西東京市ブックフェスティバ
ルへの参加や百人一首東京大会出場、近隣の幼稚園・保育園で
の読み聞かせ（朗読劇）や文学散歩ツアーなど多彩です。
今後も、生徒主体の「読書活動」を一層充実させ、生徒一人
ひとりの表現力や発表力、発信力を大いに伸ばしていきます。

◆ひばりが丘中学校　０４２（４２１）４１４９

表彰状

ことばの教室の様子（芝久保小）

「
発
音
・
話
し
方
調
べ
」

こ
と
ば
の
教
室
（
言
語
通

級
）
」
を
保
谷
小
学
校
（
え
が

お
）
と
芝
久
保
小
学
校
（
か
が

や
き
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」
の

教
員
が
、
１
学
期
に
全
市
立
小

学
校
を
訪
問
し
、
全
て
の
１
年

生
を
対
象
に
「
発
音
・
話
し
方

調
べ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
発
音
・
話
し
方
調
べ
」
の

結
果
、「
経
過
観
察
」
や
「
再

検
査
」
が
必
要
な
場
合
は
、
学

校
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
を
し
ま
す
。

経
過
観
察
が
必
要
な
児
童
に

つ
い
て
は
、
２
学
期
以
降
「
こ

と
ば
の
教
室
」
の
教
員
が
各
校

を
巡
回
し
、
正
し
い
日
本
語
の

発
音
に
導
き
、
学
ん
だ
発
音
を

使
え
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

ま
た
、
再
検
査
が
必
要
な
児

童
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方

か
ら
言
語
相
談
の
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
発
音
・

話
し
方
調
べ
」
を
受
け
て
申
込

み
を
す
る
場
合
は
、
優
先
枠
を

設
け
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
教
室

言
語
相
談
の
結
果
、「
こ
と

ば
の
教
室
」
に
通
い
、
多
く
の

児
童
の
発
音
が
改
善
し
て
い
ま

す
。
「
こ
と
ば
の
教
室
」
で
は
、

週
１
回
程
度
（
１
～
２
時
間
）、

主
に
、
発
音
の
改
善
を
目
指
す

指
導
や
、
吃き
つ

音
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
入
級
に
は
事
前
の
審

議
及
び
保
護
者
に
よ
る
児
童
送

迎
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
言
語
相
談

「
き
」
の
発
音
が
不
明
瞭
、

「
し
」
が
言
え
な
い
な
ど
、
発

音
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場

合
、
ま
ず
は
言
語
相
談
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

言
語
相
談
は
、
日
本
語
音
声

学
を
基
盤
と
し
た
言
語
治
療
教

育
に
携
わ
り
、「
こ
と
ば
の
教

室
」
の
教
員
研
修
も
行
っ
て
い

る
言
語
訓
練
士
の
長な
が
は
ま濱
ヒ
サ
先

生
に
依
頼
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。言

語
相
談
を
継
続
し
た
り
、

言
語
通
級
を
利
用
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
場
合
、
発
音

の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

自
信
に
つ
な
げ
る

明
瞭
な
発
音
・
発
声
へ
の
改

善
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
今
後
、
堂
々
と
生
き
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
お
け
る

指
導
力
を
一
層
高
め
発
音
・
話

し
方
に
係
る
指
導
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

○
指
導
内
容
に
関
す
る
問
合
せ

◆
教
育
指
導
課

�

０
４
２（
４
３
８
）４
０
７
５

○
言
語
相
談
に
関
す
る
問
合
せ

◆
教
育
支
援
課

�

０
４
２（
４
３
８
）４
０
７
６

明
保
中
学
校
に
通
級
指
導

学
級
を
開
設
し
ま
す

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学

級
（
Ｋ
組
）
を
新
た
に
平
成

30
年
度
か
ら
、
田
無
第
二
中

学
校
に
加
え
、
明
保
中
学
校

に
も
開
設
し
ま
す
。

生
徒
は
、
週
１
～
２
回
程

度
、
通
級
指
導
学
級
に
通
い
、

個
別
指
導
や
小
集
団
指
導
を

通
し
て
、
社
会
性
を
高
め
た

り
、
自
己
理
解
を
深
め
た
り

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
開
設
に
向
け

た
工
事
を
行
い
、
現
在
、
通

学
区
域
に
つ
い
て
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

入
級
・
相
談
を
希
望
す
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
学
級
に
関
す
る
問
合
せ

◆
教
育
企
画
課

�

０
４
２（
４
３
８
）４
０
７
１

○
入
級
・
相
談
に
関
す
る
問

合
せ

◆
教
育
支
援
課

�

０
４
２（
４
３
８
）４
０
７
６ 通級指導学級の様子（田無第二中）


